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目的
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平成２５年度 センサーベッド（16台）導入

平成２７年度 運用ルール作成

平成２８年度 運用ルール評価

平成２９年度 運用ルール改善

ễỂ

一昨年度発表

・離床センサ内蔵ベッド、転倒・転落アセスメントスコアシー
トの運用ルール導入によって、リスク評価基準・対策基準
の標準化と、転倒・転落事故の削減を目指す。

昨年度発表



運用ルール紹介①
転倒・転落アセスメントシート、離床センサ選定フロー
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測定日（　　　　/　　　　）　記録者（　　　　　　　　　　　　　）

認知症状による

転倒リスク

感覚器障害

睡眠状態

夜間排泄

コミュニケーション

能力

行動障害

服薬・疾患による

リスク

合計

Ẉ ṇ

A

B

C

センサ選定フローによる判定結果　（使用：○　不使用：×）

実際のセンサ使用の有無　（使用：○　不使用：×）

判定結果と異なる場合の

理由記入欄

介護老人保健施設アゼリア　２０１７年４月１３日作成
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⅛ ̓

１８．①睡眠剤・降圧剤・向精神薬・下剤の服用。

　　　　 ②パーキンソンや高血圧症等転倒に繋がる疾患や症状がある。
該当があれば４点・どちらともいえない１点・ない０点

危険度評価 高リスク(４０点以上)・中リスク(２０点以上)・低リスク(１９点以下)

V  ʣ

ḬḬḬḬḬḬḬḬḬḬḬḬḬẖṡ Ṣẖךּ

危険動作

１４．起立動作時見守り以上の介助が必要なご利用者で車椅子や椅子から

　　　　立ち上がる行為がある。
毎回３点・時々１点・いいえ０点

１５． 移乗時、車椅子のブレーキの使用忘れがある。 時々忘れる３点・どちらでもない１点・いいえ０点

１６． 靴の履き忘れがある。 毎回３点・時々１点・いいえ０点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１７．トイレ使用後等、必要時NSコールが使用出来ない。 毎回３点・時々１点・いいえ０点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１１．夜間トイレへの起き出しが頻回である。 ３回以上３点・２回以下１点・ない０点

１２．お互いのコミュニケーションが図れない事がある。 ある３点・どちらともいえない１点・ない０点

１３．徘徊　・　不潔行為　・　異食　・　暴言暴力　・　大声　・　昼夜逆転　・

　　　　介護拒否　・　他者干渉
該当があれば３点

８．認知症、又は判断力や理解力の低下が認められる。 ある４点・どちらともいえない１点・ない０点

９．視力・聴力障害がある。（周囲が見えにくい、音が聞こえにくい状態） ある３点・どちらともいえない１点・ない０点

１０．夜間不眠である。 ほぼ毎日３点・時々１点・良眠０点

ある３点・どちらともいえない１点・ない０点

５．移乗動作に見守り以上の介助が必要である。 ある３点・どちらともいえない１点・ない０点

６．歩行補助具を使用している。 ある３点・どちらともいえない１点・ない０点

７．排泄動作やズボンの上げ下げに見守り以上の介助が必要である。 ある３点・どちらともいえない１点・ない０点

Ώ ѫ ׀

歩行・移乗

能力の低下

１．過去に一度でも転倒されたことや骨折歴がある。 ある３点・どちらともいえない１点・ない０点

２．筋力の低下があり、歩行状態が不安定である。

　（すり足・小刻み歩行・前傾姿勢・突進歩行）
ある３点・どちらともいえない１点・ない０点

３．麻痺、しびれ、骨・関節の異常（拘縮・変形など）がある。 重度３点・軽度１点・ない０点

４．座位保持に見守り以上の介助が必要である。

病院用のアセスメントートを老健アゼリアのご利用者様の状態に合うように修正
離床センサの使用者を選定するチェックリストを追加

Ṯ ṯ
1.過去に一度でも転倒されたことや骨折歴があ
る・・・
ある３点・どちらともいえない１点・ない０点

2.筋力の低下があり、歩行状態が不安定である
・・・

Ṯ ṯ
1.自立での起き上がりができる
「はい」

2.座位保持・移乗・移動に介助が必要
「はい」

3. NCを押さずに自己にて動いてしまう
「はい」

離床センサを使用しよう！



運用ルール紹介②ガイドラインの構築
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アセスメントシートなどの運用ガイドラインを作成。使用タイミングの標準化し、PDCAサイクルを実現。
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思う
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あまりおもわない

運用効果① ＜職員アンケート＞
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V危険性の高い利用者の抽出と重点的な対応（11名）
Vリスクに対する感受性が上がった（9名）

V有効な対策実施まで活かしきれない（5名）
V測定作業が大変（１０名）

V適切なタイミングで利用者の対応が行えた（18名）
V従来のセンサーと比較して安全である（7名）

V誤報が多い（2名）

○対象人数 施設職員２９名 回収率１００％
○H29年３月にアンケート実施



運用効果② 重傷事故発生件数
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運用効果③ 入院を伴う重傷事故件数
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運用効果④ ベッド周辺での重傷事故発生件数
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運用効果④ 投資回収期間を算出
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考察
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Ṯ ṯ

Vセンサーベッドとアセスメントシートの運用によって、重傷事故
の減少につながった可能性が示唆された。

V重傷事故の減少率から投資回収期間は２.２年と算出さ
れた。

V緊急退所者の減少が図れた事で在宅復帰可算算定率で
ある30％以上の在宅復帰退所者の維持にも寄与した。

Ṯ ṯ

V職員への継続した教育や啓蒙活動を行い重傷事故ゼロを目指す。
V肺炎での緊急退所者の減少に取り組む。
V眠りスキャンによる睡眠に関する研修に取り組む。



見守り支援システム眠りスキャンとは

2018/10/24 介護老人保健施設 アゼリア 12

センサーで得られた入居者の
状態を、パソコンや携帯端末
でリアルタイムに確認することが
できます。

心拍数や呼吸、微細な振動
を検知し睡眠状態の確認や
体調の変化等を測定、記録
が行えるシステム



見守り支援システム眠りスキャンとは
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測定したデータは睡眠
日誌や呼吸日誌として
長期的変動を記録、
閲覧することができま
す。

青が睡眠状態。

黄色が覚醒状態。

睡眠状態を確認する
事でご利用者によって
様々なサービスが提供
する事で夜間の安眠を
確保する。



まとめ
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Ṯ ṯ

V継続した取り組みに多角的な効果があった。

V今後も継続した取り組みによりリスクへの感受性向上が
期待される。

V重傷事故ゼロを目指し、老健におけるスタンダードな
センサーの運用を目指す。

Vご利用者の安全安心な施設生活という品質に繋がる。

アセスメントシートをご覧になりたい方は、発表後にお声がけください。



ご清聴ありがとうございました。


